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Abstract
Torahiko Terada wrote in a short essay written in 1934, "Disaster strikes when you least 
expect it." If you replace the term "disaster" with "risk," you can see that it conveys a certain 
truth. This is because risk preparedness often ends up being only temporary. Typically, 
immediately or for a few years after a major risk is identified, various measures to respond 
to the risk are developed and implemented. The government spends a significant amount of 
money on disaster mitigation, recovery and restoration. The media produces a great deal of 
related information. Researchers publish large quantities of books and articles. However, as 
time goes by, people quietly forget about the event or accident, and care less about the risk 
response measures. The government cuts the budget for the measures. The media broadcast 
once-a-year memorial programs. The researchers shift their interest to the most current 
topics. And the whole pattern is repeated all over again. This article will propose the way to 
continue our interest in and concern about risks by focusing on school education.
はじめに
われわれは常に様々なリスクに囲まれ、ときにそれが現実化したとき危機に直面する。

































































































































































































































































































































兵庫県立舞子高校に環境防災科が開設されたのは 2002 年 4 月である。1995 年 1 月の阪神淡






2013 年度の環境防災科の卒業後の進路は表 2 に示す通りである。半数近くが 4 年制大学に
進学しているが、どのような学部に進学したかは公表されている資料では把握できない。







のための教科に加えて、普通科との共通科目が 2 つある。すなわち「くらしと安全 A」および「情
報と災害」がそれである。その概要は以下の通りである。
表１：兵庫県立舞子高校環境防災科　専門科目一覧


















表２：2013 年度の環境防災科の卒業後の進路  実数（比率％）
進路  4 年制大  短期大学  専修学校  就職 予備校等  その他  合計
男子 9（47.4%） 0（0%） 5 （26.3%） 5（26.3%） 0（0%） 0（0%） 19（100%）

































リスク対応教育・序説（真渕）政策科学 24 － 3, Mar. 2017
－ 304 －
4．4．新教科『公共』
















































































*8 『産経新聞』2016（平成 28）年 7 月 3 日
*9 中村研一、2007「テロリズムの定義と行動様式」（日本比較政治学会編『テロは政治をいかに変えたか』
早稲田大学出版会
*10 さらに、「ある人にとってのテロリストは、別の人にとっては自由の戦士」というように、どうしても
価値観が入ってくることが一義的な定義を困難にさせている。そのためか、国連加盟国の多くは定義す
ることそのものを拒否している。みずから過去に行った行為がテロに認定されるのを忌避するためであ
る（フランソワ＝ベルナール・ユイグ、2013『テロリズムの歴史』（遠藤ゆかり訳）、創元社 103 頁）。
*11 寺脇研、2007『それでもゆとり教育は間違っていない』扶桑社
*12 ただし、これにはサンプリングのバイアスの可能性はある。筆者がこれらの質問を発したのはいわゆる
有名大学であり、合格に要する偏差値もきわめて高かった。いわば「詰め込み教育」「偏差値教育」の勝
利者たちであり、それを是正すべく導入されたゆとり教育とは対極に位置する学生たちであったからで
ある。
*13 手塚洋輔、2010『戦後行政の構造とディレンマ：予防接種行政の変遷』藤原書店
　なお本研究は科学研究費・挑戦的萌芽研究「リスク管理のプラットフォーム」（研究代表者　真渕勝）
の成果の一部である。
リスク対応教育・序説（真渕）
－ 307 －

